
　　　

都
市
計
画
の
実
績
と
今
後
の
計
画
は
。

も
し
都
市
計
画
事
業
の
予
定
が
な
け
れ

ば
、目
的
税
で
あ
る
都
市
計
画
税
の
廃
止
、

課
税
の
減
税
を
検
討
す
る
べ
き
。

 　

近
年
、
市
道
亀
岡
上
町
線
、
市
道
亀

岡
循
環
線
を
整
備
し
た
。
今
年
度
当
初

予
算
は
、
都
市
計
画
税
を
４
千
７
１
０

万
円
、
課
税
区
域
で
実
施
し
た
道
路
整

備
な
ど
の
起
債
償
還
（
平
成
39
年
ま
で

予
定
）
な
ど
に
充
当
し
て
い
る
。
今
後

の
具
体
化
し
た
事
業
整
備
は
な
い
が
、

今
後
の
事
業
計
画
も
含
め
、
税
徴
収
の

可
否
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
。

 　
（
仮
称
）平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー（
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
）
の
整
備
活
用
検
討
委
員

会
に
お
け
る
審
議
の
進
捗
状
況
は
。

　

４
月
に
第
３
回
の
検
討
委
員
会
を
開

催
し
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
、
高

齢
者
・
身
体
障
害
者
の
利
用
対
応
を
考

慮
し
た
施
設
機
能
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ

を
基
に
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
周
辺
施
設
利
用

者
に
機
能
ニ
ー
ズ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
（
回
答
実
績
は
、
１
７
７

人
う
ち
市
外
44
人
）

　　
わ
ず
か
１
７
７
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
が
市
民
の
総
意
で
あ
る
と
は
言

え
な
い
と
思
う
が
…
。

　

同
じ
時
期
に
平
戸
市
総
合
戦
略
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
市
内
３
千
人

対
象
）
が
実
施
さ
れ
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
に
「
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
必
要
性
に

つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
設
問
す
る

こ
と
で
、
広
く
多
く
の
市
民
の
声
が
集

約
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
部
署

間
の
連
携
に
気
を
配
る
こ
と
で
組
織
力

が
強
化
さ
れ
、
ひ
い
て
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　　

効
果
的
な
目
的
に
合
う
情
報
収
集
を

実
施
す
る
た
め
参
考
に
し
た
い
。

　

高
齢
農
業
者
へ
の
労
力
支
援
対
策
と

し
て
、
福
祉
施
設
と
の
「
農
福
連
携
」

を
し
て
は
い
か
が
か
。

　

農
福
連
携
が
、
新
し
い
労
力
と
し
て

地
域
農
業
の
課
題
解
決
と
な
る
可
能
性

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

平
戸
城
天
守
閣
に
宿
泊
す
る
「
キ
ャ
ッ

ス
ル
・
ス
テ
イ
」
が
開
催
さ
れ
大
き
な
反

響
を
呼
ん
だ
が
今
後
の
展
開
は
。

　　

結
果
的
に
海
外
を
含
め
７
千
４
２
０

組
の
応
募
が
あ
っ
た
。
今
回
の
企
画
は

宣
伝
効
果
を
狙
っ
た
一
時
的
な
イ
ベ
ン

ト
で
、
お
城
へ
の
宿
泊
は
法
的
な
問
題

が
あ
り
難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　　
築
城
３
０
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
大

規
模
改
修
が
必
要
で
は
な
い
か
、
今
後
の

保
存
計
画
は
。

　　

今
年
度
に
平
戸
城
大
規
模
改
修
に
係

る
調
査
・
設
計
費
用
を
２
千
万
円
計
上
。

　　
九
州
電
力
は
玄
海
原
発
３
・
４
号
機

再
稼
働
に
向
け
た
住
民
説
明
会
な
ど
を
実

施
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
賛
否
判
断
を
避
け
て
き
た
市

長
が
、
今
回
反
対
の
立
場
を
明
確
に
し
た

が
、
な
ぜ
今
な
の
か
。

　　

避
難
指
示
に
関
し
、
国
の
関
与
が
不

明
確
で
、
住
民
説
明
会
で
も
市
民
の
理

解
が
広
が
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

市
議
会
に
て
玄
海
原
発
の
再
稼
働
に
反

対
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た

こ
と
を
重
く
受
け
止
め
た
こ
と
、
実
効

性
の
あ
る
避
難
計
画
の
た
め
、
国
が
具

体
的
に
ど
う
か
か
わ
る
か
明
確
で
は
な

い
状
況
で
は
賛
成
と
は
言
い
難
い
。

　　
玄
海
原
発
30
㎞
圏
内
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
に
は

20
の
離
島
が
あ
る
、
複
合
災
害
時
に
大

島
・
度
島
な
ど
全
島
民
避
難
が
果
た
し
て

で
き
る
の
か
。
避
難
防
護
施
設
と
し
て
体

育
館
の
整
備
を
し
て
い
る
が
不
十
分
で
は

な
い
か
。

　　

悪
天
候
や
長
期
の
場
合
に
は
、
既
存

施
設
を
改
修
し
て
い
か
な
い
と
無
理
。

　　
大
島
・
度
島
フ
ェ
リ
ー
を
災
害
避
難
船

に
指
定
し
、
整
備
の
要
望
が
で
き
な
い
か
。

　　

既
存
の
フ
ェ
リ
ー
を
避
難
船
と
し
て

対
応
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
民

間
の
船
舶
や
乗
組
員
な
の
で
、
ま
ず
国

家
的
な
船
舶
や
迅
速
で
安
全
に
避
難
で

き
る
も
の
に
力
強
く
要
望
す
る
。

　

市
長
が
３
期
目
に
臨
む
に
当
た
り
、こ

れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
取
組
み
は
。

　　

各
種
計
画
を
策
定
し
、
健
全
な
財
政

運
営
と
効
率
的
な
行
政
経
営
の
推
進
を

図
っ
て
き
た
。
各
種
施
策
の
達
成
に
よ

り
財
政
指
標
は
改
善
し
、
実
質
公
債
費

比
率
は
25
年
度
9
・
7
％
か
ら
27
年
度

7
・
5
％
ま
で
減
少
し
、
将
来
負
担
比

率
は
、
25
年
度
24
％
で
、
27
年
度
は
発

生
し
て
い
な
い
。

　

各
種
基
金
は
、
25
年
度
約
74
億
か
ら

27
年
度
に
は
約
１
１
１
億
と
積
立
額
が

増
加
し
、
繰
上
償
還
を
実
施
す
る
中
で

の
増
加
は
満
足
で
き
る
結
果
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

と
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

　　

市
道
の
高
木
の
伐
採
に
つ
い
て

　　

昨
年
度
は
52
路
線
を
実
施
し
た
。
今

後
も
柔
軟
に
対
応
し
、
拡
充
を
図
る
。

　　

花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
は
。

　　

花
と
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事

業
補
助
金
で
市
内
各
団
体
が
花
い
っ
ぱ

い
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も

活
動
し
や
す
い
制
度
に
見
直
し
た
い
。

　　

平
戸
城
施
設
改
修
で
周
辺
整
備
計
画

と
、そ
の
他
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
周
辺
の

花
木
の
植
樹（
平
戸
ニ
ド
ザ
キ
サ
ク
ラ
）

な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　　

城
壁
の
改
修
や
、
展
示
方
法
も
含
め

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
、
調
査
設
計

の
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
入
館
者
の
増
加
に
繋
が
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

　　

平
戸
城
の
改
修
と
併
せ
て
、亀
岡
市

営
相
撲
場
の
点
検
整
備
が
必
要
で
は
。

　　

こ
れ
ま
で
多
く
の
優
秀
な
選
手
を
輩

出
す
る
土
台
と
な
っ
た
。
今
後
の
選

手
育
成
や
、
各
相
撲
大
会
を
誘
致
す

る
上
で
市
営
相
撲
場
は
大
変
必
要
な

施
設
で
あ
り
、
整
備
を
検
討
す
る
。

　

人
口
減
少
に
伴
い
子
ど
も
の
生
活
ス
タ

イ
ル
が
変
化
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
参
加

す
る
子
ど
も
も
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

　
少
年
期
の
ス
ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割
は

重
要
で
あ
り
、
精
神
面
に
も
強
い
人
間
に

育
っ
て
ほ
し
い
。
低
迷
す
る
活
動
を
ど
の

よ
う
に
改
善
さ
れ
る
か
を
問
う
。

　　

10
年
前
と
比
較
し
、
団
体
数
で
69
→

38
、
活
動
割
合
が
54
・
２
%
→
35
・
９

%
と
年
々
低
迷
し
て
い
る
。

　

課
題
を
精
査
し
、
対
策
を
検
討
す
る
。

　　
先
生
で
は
な
く
、
民
間
に
お
勤
め
の
指

導
者
も
多
い
。
も
っ
と
指
導
者
資
格
の
取

得
な
ど
支
援
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　

こ
の
機
会
に
指
導
者
と
現
状
を
共
有

し
、
他
市
の
状
況
も
見
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　　
第
２
次
総
合
計
画
を
策
定
し
て
い
る
中

で
、
担
い
手
で
あ
る
若
者
の
意
見
を
「
若

者
会
議
」
な
ど
を
用
い
、
常
に
若
い
意
見

を
取
り
入
れ
て
い
く
仕
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　　

若
者
に
限
定
し
た
こ
と
は
行
っ
て
お

ら
ず
、
次
代
を
担
う
若
者
層
の
意
見
集

約
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

　　
国
が
本
市
に
義
務
付
け
た
玄
海
原
発
30

㎞
圏
内
と
し
て
の
避
難
訓
練
の
人
件
費
は

ど
こ
が
払
っ
て
い
る
の
か
。

　　

平
成
28
年
の
原
子
力
防
災
訓
練
に
は
、

市
民
合
わ
せ
３
３
７
人
参
加
し
た
。

　

職
員
だ
け
で
も
１
０
０
人
を
超
し
、

市
の
負
担
で
１
０
０
万
円
程
度
が
必
要

で
あ
る
。

　　

原
発
避
難
計
画
に
関
す
る
課
題
へ
の
対

応
が
県
に
あ
げ
て
も
進
ま
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
県
境
を
超
え
た
30
㎞
圏
内
の
８
市
町

連
携
を
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　

８
市
町
が
意
見
を
統
一
し
て
い
く
べ

き
だ
と
感
じ
て
い
る
。
現
在
連
携
し
て

い
る
４
市
の
中
で
提
案
を
し
た
い
。

4
とかいせん2017. ８. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん
5 2017. ８. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん

こ
こ
に
注
目

一
般
質
問

委
員
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

こ
こ
に
注
目

一
般
質
問

委
員
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

問問

問問

問問問

問問

問問問

神田　全記議員

大久保堅太議員

答
市
長

答
建
設
部
長

答
教
育
長

答
教
育
長

答
市
長

答
財
務
部
長

答
総
務
部
長

答
教
育
次
長

問

問

問

問

問 問問

松尾　　実議員

田島　輝美議員

答
文
化
観
光
商
工
部
長

答
文
化
観
光
商
工
部
長

答
農
林
水
産
部
長

答
文
化
観
光
商
工
部
長

答
文
化
観
光
商
工
部
長

答
総
務
部
長

答
市
民
福
祉
部
長

答
文
化
観
光
商
工
部
長

答
市
長

答
市
長

答
市
長

平成29年６月定例会、10人の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）市政を問う！平成29年６月定例会

●
都
市
計
画
税
の
徴
収
と
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
必
要
性
は

●
農
業
と
福
祉
の
連
携
が
で
き
な
い
か

●
奇
抜
的
ア
イ
デ
ア
で
観
光
振
興

●
原
発
反
対
、
な
ぜ
、
今
な
の
か

●
市
長
の
３
選
出
馬
に
向
け
て

●
平
戸
城
の
改
修
計
画
・
周
辺
整
備
お
よ
び
観
光
視
点

　

に
よ
る
環
境
美
化
を

　

●
小
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
で
逞
し
い
人
間
へ

●
将
来
に
つ
な
が
る
総
合
計
画
に
「
若
者
会
議
」
を

●
原
発
再
稼
働
に
向
け
た
県
境
を
越
え
た
連
携
が
今
必
要


